
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 56.8%（基礎 60.0%，活用 50.0%）と全国平均正答率より 10.0%低い

ことが分かった。 

・「我が国の言語文化に関する事項」「話すこと・聞くこと」は全国平均正答率を上回っている。また，「書

くこと」についてはテスト時間内に最終問題の作文まで着手できず，無回答である児童や途中で終わって

しまった児童がいるなど，テストに慣れていない現状が見えてきた。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・漢字の練習で新出漢字だけを書き続けたり，熟語のみを書き続けたりする練習ではなく文章を自分

で考え，文章中に新出漢字を用いた熟語を取り入れて練習する。 

・詩や俳句，短歌などの短い文章を，折にふれて書く。 

・物語の感想文や説明文の要約，お礼の手紙や新聞の作成など，比較的長い文章を書く機会を数多く設

定する。 

・「話すこと・聞くこと」に関する事項については未記載であった。 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫など，伝

える相手，目的を意識した作文指導に加えて，文章の構成を意識すること，時間内に書くこと，既習

の漢字を使うことを徹底する。 

・意見があっても，どのように発表すればいいのか思い付かない場合は，友達の発表を参考にして意 

見を話すこと，書くことを指導している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 新出漢字をノートに練習する際に短文を作成さ

せる。 

② 友達の意見を聞き，内容に対して必ず反応する

ことで，聞くことに対する必要感と発言力を養

う。 

＜検証方法＞ 

❶学年末に学力テスト過去問題の作文に取り組み，

７割の正答率を取る。 

❷朝のテーマスピーチで「話す」「聞く」際の文章構

成力，反応を見る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

① 文字を書く機会が単純に増えたことで漢字や熟

語の定着率が向上した。 

② 発言の回数が増え，発表の機会が多くなった。 

 

 

＜課題＞ 

① 短文作成の回数に個人差があり，児童によって

定着率に差異が見られた。 

② 発言の総量は増えたが，内容の精緻化には課題

が見られた。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・タブレットによる指導が増えている傾向がある中

で，文字を書く機会を増やすことには一定の効果

がある。併せて全員が必ず実行できるよう，配慮す

る。 

 

・発言機会の回数は担保しつつ，自分の発言内容が，

求められていることに即しているのか，考え，発表

できるような方策が必要である。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

学年に応じた身につけるべき漢字や熟語を定着させ，自分の言葉で文章を書くことができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 53.3%（基礎 54.7%，活用 50.0%）と全国平均正答率を 16.9%

下回っている。 

「地域や市の様子」以外の項目で全国平均正答率を下回っており，複数の資料の中から正解を見付け

る力に課題がある。また，無回答の項目が平均を下げている様子も見られる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・教科書や地図帳と併せてインターネットで調べ学習等を行う。実生活を通じて理解することが難し

い内容も，間接的に理解させる。 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・社会科の用語を覚えるために，言葉と意味を関連付けて話をする。 

・問題を理解するために，毎時の核となるキーワードを授業内で指定し記述（入力）させる。 

・地図帳と併せてインターネットで調べ学習などを行う。実生活を通じて理解することが難しい内容

も，間接的に理解できるよう支援する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 文章・数値などの資料について「何を示した資料

か」を毎回考え，見出しを見る習慣を付ける。 

② 「社会のキーワード」として，毎時タブレットに

入力することで社会科の言葉を学習していく。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストの正答率や学力テストの結果から見取

る。 

 

❷単元の最後にスライド，もしくは新聞づくりを通

したまとめを行い，キーワードが使えているかを

見取る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

① 資料の内容を意識してスライド内の文章を作る

ことができた。 

② タブレットで毎時間スライドを作ることによ

り，授業での重要な語句を焦点化し，学習する習

慣が身に付いた。 

＜課題＞ 

① 児童によって作成できる文章に差異がある。 

② スライドで１枚ずつ区分けることで，情報は整

理されるが，スライド同士の内容の定着に課題

がある。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・提示されている資料が学習問題のどこにあたるの

かを明確に意識しながらまとめることに留意す

る。 

・単元をまたいでも学習内容はつながっていること

を意識させる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 ICT の活用をはじめとして，資料を読み解き，自分の考えを文章にすることができる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 69.4%（基礎 74.4%，活用 51.4%）と全国平均正答率を 3.0%下回っ

た。 

・「数と計算」「図形」「測定」「データの活用」において全国平均を下回ったが，いずれの問題においても学

級内での回答率，正答率に大きな差がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・問題に取りかかる際に，確かめや見直し，答えの見当を付けさせることを徹底させる。その上で基礎

基本の定着を図る。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・問題に取りかかる際に，答えの見当を付けさせることを徹底させる。また，単位がある問題の場合は

具体物を提示するなど，量感を養い，その上で基礎基本の定着を図る。 

・筆算ではマスをそろえる，数字を丁寧に書くなどの方策を用いて位の取違いや重複などがないか確

認させる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 単位の一覧表を教室に掲示し，長さ，重さ，かさ

など，既習の単位について確かめさせる。 

② 単元の終わりにスモールステップでの練習問題

に取り組み，基礎基本の定着を図る。 

 

＜検証方法＞ 

❶プレテストを行い，結果から見取る。 

 

❷単元テストの正答率や学力テストの結果から見取

る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

① 単位について既習のものと未習のものとの関連

を示すことで，単位同士のつながりを意識する

ことができた。 

② 単元の終わりにプレテストを行い，定着を図る

ことができた。 

＜課題＞ 

① 単位自体（メートル，リットル，グラム，）につ

いては一定の定着がみられるが，量感が伴って

いないことが課題である。 

② 文章題では手が止まってしまう傾向にあること

が課題である。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・量感を意識できる活動をより多く取り入れる。 

・取り組む文章題を増やすなど，文章題の理解を促

すための方策をより多く取り入れる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

問題の場面を想像しながら，友達に伝え，解答できる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 33.1%（基礎 38.0%，活用 22.2%）と全国平均正答率を 13.6%下回っ

た。 

・「物質・エネルギー」「生命・地球」において全国平均を下回ったが，いずれの問題においても学級内での

正答率に大きな差がある。また無回答を含めた後半の回答率の低さが目立っている。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・論理的思考の土台となる基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせるために，各単元の最後

に振り返りや復習を徹底させる。 

・各単元において，既習内容を生かして問題に対する予想を自分の言葉で表現させることによって，論

理的に思考することを習慣化させる。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・屋外での活動をできるだけ増やし，実験，観察，映像教材などの効果的活用等を通じ，理科への興味

関心の一層の向上を図る。 

・観察の記録にはタブレットを用い，同一様式で連続してまとめていく。観察対象の継続的な変化を読

み取りやすくし，理解度を向上させることができるように支援する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 屋外での活動，実験，観察，映像教材の活用など，

活動的な内容を充実させる。興味関心の向上と

学習の定着を図る。 

② タブレットを用いた学習活動を用い，単元の学

習内容をスライドにまとめられるよう支援す

る。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元テストの正答率や学力テストの結果から見取

る。 

 

❷各単元の終わりに単元の内容がスライドなどに

まとめることができているかを見取る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

① 実物や映像等，具体的事象を提示することによ

り，興味・関心が向上した。 

② タブレットで毎時間スライドを作ることによ

り，授業での重要な語句を焦点化し，学習する習

慣が身に付いた。 

＜課題＞ 

・興味，関心が芽生えても，自ら内容をさらに深めよ

うとすることに課題がある。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・実験や現象等も，映像より実物を重視することで

興味関心が高まる傾向にある。 

・理科の適切な用語を用いて自分の考えを表現でき

るように留意する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 身の回りの自然科学的な事象に興味・関心をもち，主体的に解決し，考えを表現することができる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・どの児童も器楽や鑑賞，創作の活動については意欲的に取り組めるが，歌唱については他人にどう見

られているかという点が気になる児童が多く，本来の実力を発揮しきれていない側面がある。各活

動において，個人のよさをより引き出すための授業のルールや課題の設定が必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・帯活動として，リズムに合わせて楽器を自由に触れる時間を設定し，楽器の扱い方や音の出し方，鳴

り方を体験的に理解できるようにする。 

・リトミックをベースとして，周囲の音を聞いたり，それらに合わせて体を動かすなどの表現をしたり

する活動を取り入れ，表現力や思考力，集中力が高まるようにする。 

・歌唱や器楽の演奏は，範唱や範奏を何度も繰り返し，自然と覚えられるようにする。 

・児童の興味関心に合わせてレパートリーを決定し，蓄積していく「歌の本」を作り，意欲的に学習に

取り組めるようにする。 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・個々の生徒が自分の課題に集中して取り組むための座席配置。 

・授業の振り返りシートを用いた自己評価。 

・個人レッスンによる個々の技能の伸長。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 授業の振り返りシート。 

 

②個人レッスン（技能の指導だけではなく，よくでき

たところをきちんと言葉で評価し，表現に対する

自信を身に付けさせる。） 

＜検証方法＞ 

❶毎時間「どれだけ自分が授業に集中できたか」「ど

れだけ授業の内容を理解できたか」を確認する。 

➋演奏発表による検証。 

 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・アンサンブル練習及び個人レッスン形式による指

導で個々の技能の向上が見られた。 

 

 

＜課題＞ 

・個々の技能を生かした協働的な学習（アンサンブ

ルや重唱課題）に取り組む時間があまり取れなか

った。 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・毎授業，活動のめあてを簡潔かつわかりやすく提

示し，課題に取り組む体制をスムーズに作る。 

・グループ活動の割合を増やし，協力しながら取り

組んでいく課題の設定。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 お互いのよさを認め合い，協力しながら主体的に課題に取り組む児童 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

多くの児童が表現活動そのものは楽しんでいるが，自ら主題を見付けたり自分らしくイメージして

表現したりするのが難しい児童が多数を占めていることが課題。また，人間関係に課題があることで

活動に支障をきたす場面も少なくない。それぞれがよりよい表現を目指して活動を楽しむためのルー

ルの設定や授業の組み立てが必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】時間内に早く作品を完成させることを意識するあまり，色の塗り方や制作が雑になってしま

う点が課題である。日常的に目にしているデザインに強く影響されて，いわゆる「マンガ顔」や「キ

ャラクター」をまねたような作風になってしまう児童がいる点が課題である。 

【改善策】単元ごとに作品カードを書かせ，作品の写真を記録することで，早く完成させることよりも

作品の完成度を重視することを伝え，自身の作品の完成度をより高めるような意欲付けや動機付け

を行う。制作過程において一人一人の作品の良い点を具体的に褒めることで，何かに似せるのでは

なく，自分の独自性を追求する作品制作をできるようにする。 

【評価】徐々に改善傾向にあるが，今後も作品カードの記入や発表を通じて相互の作品を鑑賞する場

面を重視し，単純な見た目の良さに触れるだけで終わらせず，工夫を凝らした部分や発見したこと

について価値付けられるよう，より具体的な支援をしながら協働的な学びの場を設定していく必要

がある。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

昨年度までは多くの児童が自分の行ったことを記録するだけで精いっぱいだったが，授業ごとの

振り返りワークシートの入力や作品カード，活動のまとめなどを書く際に，発見したことや工夫し

たことを中心に振り返って考えながら書くよう声かけをし，必要に応じて支援しながら活動を充実

させている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

個々の作品を合同で展示するための共同作業に取

り組む中で，やるべきことに集中し，人間関係の

課題を乗り越えて互いを尊重しながら協働的な学

びを経験することができた。 

＜課題＞ 

図工室内での規律を守ることや微細運動に課題が

ある児童がいるため，扱いに注意が必要な用具等

を使わせることが難しい状況もあり，刃物を使う

経験を十分に積むことができなかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・安全面に関する題材ごとの注意事項の確認は毎

時繰り返し，図工室内の規律も定期的に確認す

ることを継続する。小さな緩みを見過ごさずに

指導していく必要がある。 

・微細運動に課題がある児童に特に注意をはらい

ながら，刃物等の扱いに徐々に慣れるような経

験を積む必要がある。必要に応じてＴ２を依頼

するなど，安全面に配慮しながら少しずつでも

実施していく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

用具の扱い方を正しく理解して技能の向上に主体的に取り組み，表現したいことを形にできる児童 

 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・体力テストでは，男子は 20ｍシャトルランに課題が見られた。女子は在籍人数から，単純な比較自

体は困難である。学級得点平均値は全国得点平均値を上回るが，個人差が大きいことには留意する

ことが必要である。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・実技に入る前の段階であらかじめ児童自身が要点を踏まえ取組ができるよう，動画教材などを用い

て理解を促す。 

・児童同士でお互いの動きを確認し話し合ったうえで，改善し，繰り返し取り組む。 

・タブレット端末の動画撮影機能を用い，自らの動きを確認し，次の取り組みに生かす。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業後にできるようになったこと，考えたことを振り返る活動をタブレットで行い，その内容に対

し，教師が助言を行う。 

・映像等の視覚的な資料を用意し，技のレベルや内容などを提示し，児童が積極性をもって運動に取り

組める環境を作る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① タブレットでの振り返り活動の際，児童自身の

の考えを言語化できるように言葉かけをしてい

く。 

② 視覚的な資料を用意し，児童一人一人が自分の

課題に応じて運動を選ぶことができる環境をつ

くる。 

 

＜検証方法＞ 

❶タブレットでの毎時間の振り返り内容や授業内の

発言から見取る。 

 

❷授業内での発言や，単元のまとめでの振り返り内

容から見取る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

① 振り返りで記述した内容から，動きや体の使い

方を言語化することができた。 

② 映像資料を通じて児童が一連の動作内で課題と

感じる部分を考え，運動に取り組むことができ

た。 

＜課題＞ 

・振り返りの内容が児童によって差がある。 

・自分に合った適切な練習の場を選ぶことに悩む児

童がみられた 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・児童の振り返りの内容に教師が適切なアドバイス

をするよう留意する。 

・児童の運動のレベルに応じて，活動しやすい場を

児童と共に考える。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分がどのように体を動かしているのかを言語化し，周囲に伝えることができる児童 

 


